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論文内容要旨

  浮遊性有 孔虫は, 京生動物 ・有 孔虫目・ Gユobigerinacea上科に属 し, 外洋表・中層水中

 に浮遊しつつ生活し, 海流に乗って太洋を循環している。 したがって, 同一群集の地理的分布がき

 わめて広く, また, 群集中の形質変化な どが, 短期間に広い地域にわたって伝達される。 化石浮遊

 性有孔虫は, 中生代後期以降の 海成堆積物中に豊富に含まれ, 上述のような生態的 特徴 と系統進化

 が速いことなどの相乗によって, 地層の汎世界的な対比に有効であり, 層位学的に広く活用されて

 い る。

  沖縄本島南部に分布する島尻層群は, 暖流系浮遊性有孔虫を豊富に含んだ一連の海成堆積物から

 なり, 上 部新生界の微化石層位の 確立 に適 したセクシ・ンを擁している。 本研究は, 同層群中に選

 定された島尻セクシ.ンの浮遊性有孔虫化石の層位学的分布とその進化系列の究明を通じて, 上部

 新生界の広域対比基準を選定 し, 地質現象の精細な汎世界的対比を可能なら しめる ことを主要な目

 切と'するものてある。

  本論文は 2章にわけられる。 第1章においては, 沖縄本島南部の上部新生界, 特に島尻層群の層

 序の確立をはかり、 微化石試料の層位学的な位置づけを厳密におこなった。 ここでは, 従来, しば.

 しば陥りがちであった岩相層位区分と微化石層位区分との層位関係の混乱を避けるために, 特定の

 セクションを選定し地層を把握・記載するよう配慮、した。

  第皿章が本論文の主部にあたり, 浮遊性有 孔虫による微化石層 位はこの章で論じられている。 こ

 こには, 島尻ノ曽群の微化石層位に加えて, 南西諸島の宮古島診よび久米島・宮崎県諭よび高知県な

 どに分布 する海成上 部新生界の浮遊性有 孔虫による微 化石 層 位学 的 研究 結果の 概要が付 記されて い

 る。

  本研究を通じて, 上部新生界から識別された浮遊性有 孔虫は、 14属 33種 33 亜種にのぼる。 そ

 れら種・亜種の層位的分布と主要なものの進化系列とを明らかに して, 表示・記載 した。 さらに,

 最近の多くの研究成果をも追尾し, 浮遊性有孔虫の進化発生層準に基づき下 位から上 位に次のよう

 な9っの datum pユanesを選定 した0

  0∠o ゐoToオα∠乞 `z (T lf γ・ ゐoγoオα∠乞α )αoo3孟α εη3乞3 Datum plan e.

 θ∠・加γ・オα∠乞α(0イ・ゐ・γ・孟α∠乞α)施窺 吻 μ β3乞・ 島硯乞dα Datum pユan巳

  P乱∠∠餓乞αあηα μ乞耽∠乞3 Daもum pユane・
  0. (θ.) オマ↓況zd々 オ1θπ言口1α Datum plane.

  Sp施2T・ 認知2∠猛 4¢偏∬ 2η3 4齢話・ε" Da 顧m pユane.

 0. (α) 翻卿∠α砲 Da七um pユane、
  0. (T. ) ゐωη!6r々3α ゐ秘ηz6705・ (z Da七uln pユane.

  θ. (T.) 孟03α召η3Σ3 Da七um pユane.

  0. (0.) 孟 γ・鮎ηoα哲π∠乞ηOz4召3 Datum plane.

 これらdatum plane は, 暖流系水圏下で形成された上部新生界の汎世界的な対比に適用でき,

 かつ, 従来より細部にわたる対比を可能にすることが期待できる。 研究対象と したセクシ・ンの微
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 化石層 位区分は, datum planeを区分単 位の 境界とする interval-zone(エSS C, 1972)

 の概念によってむこな つた。 島尻セクシ・ンには. 0. (T.) αoo36α飢 3z3 Da七um pl『

 aneを除く8つの da七um pユaneがみいだされ, 同セクシ。ンは下位から上位に次のような8

 つの intervaユーzones と ]. partiaユーrar] ge-ZOneに区分された0

  0。 (T、) αoo36 (z εη3乞3 七〇 〇、(0.) オ乱η買 d(z p∠召3乞。孟%祝言dα 1ロ七ervaユー
   zone.
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  0. (T.) ゐ乱視εγ03α ん乱川召To3α 七〇 〇. (T.) オ03αεη3乞3 エntervaユーzone.
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 最上 部をpartial- range- zoneと したのは, 上限を規定す る基 準に 欠けるためである。 宮

 崎層群中に設定された宮崎セクシ。ンは, σ. (T.) 加潮8γ03α ん%氾6TO3α Datum pl-

 aneを除き、 P.pr mα廊3 Datum planeから0. (θ.) オT%ηoα孟%∠乞ηo鼠23

 Da七um pユape にわたる5 datum pユane がみいだされ, 同セクシ。ンは5interva⊥一

 zon es と Ipartial-range-zone に区分できた。 宮古島の島尻層群には, 0. (T.)

 オ03αρ" 乞3 Da 七um planeがみいだされ. 同層群は2in七e rvaユー zones に区分され

 た。 また, 久米島の阿嘉層中に設定された阿嘉セクシ。ンは0、 (0.) 乱ηg認α孟α 七〇 〇.(T.)
 ゐ乱π¢τ08α ん珈π εγ03α エntervaユーZOne l(含 ・ま れ, 高知県の登層は0. (T.) 603α一

 8η3乞3 to O. (0.) オT%ησαオ払∠乞ηo乞423 1η七ervaユーzone に含まれることが明ら

 かになった。 各 inter▽aユー zone と Bユow(1969)による zo ロe8 との対比およ び南 西諸島～

 西南日本にむける海成上部新生界中に 設定されたセクシ。ン相互の精細な対比をおこなった。 さら

 に, 最近の資料を参照しdatum planeとヨー・ッパ時階 との関係についても考察した。 その

 結果から, 島尻セクシ。ンは上 部中新統～更新統, 宮崎セクシ。ノは上 部中新統 中部一更新統, 宮

 古島の島尻層群は鮮新統上部, 阿嘉セクシ・ンほ鮮新統中部冷よび登層は鮮新統上部に, それぞれ

 対比できることが明 らかになった。

  本研究を通じて識別され全種・亜種のfaunaユ reference ユist を示すとともに, 1新

 種汐よび1新亜種を記載 した。 巻末には, ほぼ全種・ 亜種の走査型電 子顕微鏡写真を付 した。
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 論文審査結果の要旨

  琉蝦洋 島は地質学的に極めて重要左 位置を 占めるものであるが, 永らく 占領下にあり, 詳細な調

 査研究が蔚くれている。 とぐにそのうち島尻層群とよばれている地層は多ぐの島々に分布し, 豊富

 な微化石を含むことから, それによる対比・時代決定が各方面から望まれているが, 今回名取は,

 沖縄本島に発達する島尻層群を詳細に調査し, 地下ボーリングの資料と を 合 わ せ て,全層群の上

 下・層 位関 1系を明ろかにし, それから得られる浮遊性有孔虫化石群の層序を解析することによ ・っ て,

 琉球群島の島尻層群の対比時代決定 を行なうと共に 日本列島の太平洋岸に発達する新生界の主要地

 層との対比を論じている。

  第1章では. 野外にむける島尻層 群の層位学的調査結果を述べ, 第2章以下では, 本論文の主要

 課題である浮遊性有孔虫化 石群の種の鑑定 ・分析結果を詳述している。

  最近, 国際的に浮遊1生有孔虫化石群では, 特徴種の層位的分布より, いぐつかの化石帯を区分す

 ることによ って, それぞれの時代・対比 をすることが確立されるようになったが. 島尻層祥には,

 そrのような特徴千重を多く含み, 名取によると, 同層群は9イヒ石帯にL天分さ、江る。

  このような化石帯は琉球群島のみならず, 九州宮崎層群・静岡県相良層群及び掛川層群・高知県

 登層にも 発達 していることを確認 し, 日本列島太平洋岸の主要の新 生界対比について新しい説を提

 案 している。 即ち, 島尻層 群は上部 中新 統～更新統 ・宮崎層 群は上部中新統中 部～更新統, 登層は

 鮮新統 上部であると結 論 してい る。

  このように して, 名取は, これま で不明確であった島尻層 群を標準と して、 9化石帯 に区分する

 ことによ って, 日本列島太平洋岸の主要地層の対比・時 代を明確にすると共に, その相互関係を明

 らかにしている。

  よ って, 名取博夫提出の論文は, 理学博士の論文と して 合格と認める。

 「
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